
淨

土

宗

二

詛

鎭

西

上

人

年

譜

一94一

 

三

谷

光

順

は

し

が

き

二
組
の
年
譜
を
編
す
る
に
當
り
、
幸
ひ
佛
專
圖
書
室
の
仕
事
を
手
傳

つ
て
ゐ
る
蘭
係
上
、
圖
書
閲
覽
の
便
宜
を
得
、
惠
谷
教
授
の
教
導
に

預
り
、
傍
ら
京
大
史
學
研
究
室
に
逋

っ
て
參
考
資
料
を
集

め
.
新
し
い
構
想
を

、こ
相
當
苦
心
し
た
の
で
あ
る
が
、
眼
新
し
い
資
料
も
無
く
、

只
、
徹
選
擇
撰
述
年
代
等
二
一二
に
就
て
檢
討
を
試
み
た
の
み
で
、
何
等
異
彩
も
無
く
研
究
發
表
-こ
す
る
に
は
あ
ま
り
に
逡
漏
多
く
汗
顏
の
至

り
に
堪

え
な

い
。
正
義
傳
承
者
・こ
し
て
の
淨
土
宗
二
祀
鎭
西
上
人
は
、
宗
祗

一
代
の
芳
躅
中
に
於
け
る
憂
鬱
な
る
悲

慘
事
即
彼
の
建
永
の
法

難
に
於

い
て
、
或
は
叉
上
入
臨
終
時
に
當

つ
て
宗
組
、こ
不
思
議
に
も
何
等
の
交
渉
昔
沙
汰
も
な
く
.

一
枚
起
請
の
附
屬
を
禀
け
ら
れ
し
や
否

や
に
就
い
て
も
制
明
せ
寅

只
所
謂

「
纂

物
語
集
」
瑠

燈

所
收
の
法
語
に
よ
つ
て
略

々
推
察
せ
ら
る
と

其
の

「
鏨

㎜
攀

は
殘
存
せ

す
、
種

々
異
論
の
あ
る
ーこ
こ
ろ
で
あ
る
。

此

の
度
恩
師
林
彦
明
師
が
徳
富
氏
藏
の
古
文
書

「
假
名
法
語
」
即

一
枚
起
請
文
を
借
閲

せ
ら
れ
そ
の
解
諡

に
よ
れ
ば
、
氏
の
所
謂

「
假
名

法
語
」

一
枚
起
請
文
は
二
組

ω
門
弟
某
の
筆
寫
に
か
玉
り
、
所
謂

「
筑
紫
物
語
集
」

の

一
部
に
し
て
、
二
租

一
枚
起
講
の
附
屬

は
源
智
よ
り

禀
け
ら
れ
し
や
を
論
證
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
事
は
明
か
に
正
統
傳
持
者
ご
し
て
の
二
組
を
裏
書
す
る
も
の
玉

一
に
し
て
、
吾
人
は
今
こ

㌧
に
上
人
聖
跡
安
貞
二
年
譜
項
目
に
加

へ
る
の
喜
び
得
た
。
幸
ひ
に
、
林
彦
明
師
述

「
一
枚
起
請
文
の
解
説
」

(宗

學
研
究
第

三
號
所
收
)

を
是
非
參
照
せ
ら
れ
た
い
。



二
祀
の
傳
記
に
就

い
て
は
、
先
に
青
柳
氏
が
地
の
利
を
得
、
詳
細

に
互

つ
て
發
表
が
あ

つ
た
の
で
あ
る
が
、
從
來
傳
道
本
、こ
研
究
發
表
ε

は
兩

立
せ
す
其
間
前
者
は
些
か
修
辭
修
飭
の
憾
を
免
れ
な

い
。
こ
の
點

に
注
意
し
て
上
人
記
傳
考
察
を
し
、
學
者
の
便
宜
上
出
來
る
だ
け
多

く
の
資
料
を
擧
げ
簡
單
な
註
を
附
し
て
置

い
た
。
叉
二
組
は
逋
作
等
に
於
て
常
に
自
ら
辨
阿
-こ
號
し
、
吾
人
も
亦
辨

阿
の
號
に
無
性
の
親
し

さ
を

覺
え
る
點
な
,こ
か
ら
し
て
事
歴
欄
に
は
二
詛
を
呼
ぶ
に
辨
阿
號
を
以
て
し
、
資
料
は
讐
通
解
せ
ら
る
㌧
程
度
の
略
を
用
ひ

(
例
、
决
答

授
手

印
疑

問
鈔
を
决
答
鈔
-こ
呼
ぶ
)

參
考
欄
は
引
用
書
目
略
解
を
註
後
に
載
せ
て
置

い
九
。

讀

者
之
を
諒

せ
ら
れ
願
く
は
高
教
指
導
を
賜
ら
ん
事
を
Q

皇

年

絽

號

齡年

事

歴

參

考

皇 天 條)

ユ822

應
保

　

(註

一
)

五
月
亠
ハ
日
筑
並剛
國

香
月
庄
楠
橋
ロ巴

(
一碣
岡
縣
}遠
加貝
郡
香

月
町

)
に
生

る
○
聖
光
房

辨
長
叉
辨
阿
ご
號
す
o

叉
韓

西
上
人
'
筑
紫
上
人
ざ
敬
稱
す
o

父
、
古
川
禪
正
左
衞

門
則
茂
入
遘
順
乘

母
聖
養
(註
二
)

(
聖
光
上
人
傳
、
香
月
家
系
譜
淨
全

一
六
、
翼
賛
四

六
、
四
九
、
筑
前
續
風
土
記
、
大
宰
管
内
志
中
)

●
源
空

コ
ノ
年

三
十
歳

●
思
逋
法
性
寺

ニ
テ
出

家

(代入十

1823184

o長

言寛
口

2C
　

●
幸
西
生
、

●
延
暦
寺
、
興
輻
寺
、
圓
城
寺

受
戒

ニ
ジ
キ
シ
キ
リ

ニ
爭

フ

(練

七
)

●
源
空

仁
和
寺
慶
賀

二
華

嚴

チ

談
(
然
諾

四
4

●
二
月
忠

通
薨
(
公
)

一95一



(代 十入) 皇 天 倉 高 (代九十七) 皇天條六

1833 183 ユ83コ 1830 1.829 ユ828 1gZ7 1826 1825

承
安

(
四
月
)

嘉

應
(
四
月
)

^仁

分安
v

永
萬

(
六
月

)

12 11 10 9 a
　 7 6 尺

U
4

曝

●
大

宮
伊
通

薨
(
公
)

●
十
一

月

無
實
右
大

臣
二
、

画病盛丙大臣二任ズ(公)

●
俊
乘
房電

源
入
宋(

釋
一

四)0聖覺生(進行集)

(
註
三
)出家、菩提寺(嘉穗郡鎭西杜)妙法法師の室

に入る(聖光上人傳)

●

法
然一
兀黒

谷
ニ

テ

華
嚴
チ

講ズ(+卷傳)●四月榮西入宋九月重源ト共二歸朝(釋二)

●
後
白
河法

皇
出
家(
葉
三
)

(

註
四
)

請
鑿
黙韆

難
軈簸

轗韈

讃
樋態
嚇

●

法
皇

清
盛
ト

東
大
寺
二

受
戒(練八)

ノ

●

眞
觀
房
感
西
源
空
ノ

室
入
〃戸然誰四八)

●

十
二

月
興
輻
寺

僭徒

入
洛
嗷訴チ制止ス(練八)

●
正

月
高
罅
生
(
辨
傳
一
)●四月親鸞生(鸞繪)●十一月興編寺大衆禪

禾
チ

奉

磐
論
圸
磐
螺

郵α

一96一



3400　

四

　J　

,

躅　

安

元(七月
)

14

(
註
五
)春、登檀受戒すo

こ
の

年
よ
り
以
後
三
年
間
白
岩

寺唯心(註六)にっき天臺を學ぶQ(聖光上人傳)

●

淨
土
開

宗.

春
源
空
專

修
念

佛
テ

離賜

+
三
歳(

嶷
鈔

奉。選翻馨刺蜉蠕懇

躅
r
-1

、

二

15

●

湛
空
生
(
然
書
四
三
、

高
一

五
)

.
劇

鸛
嗅

譜

聾

嬰二
受

37
00r-

　

治
承

(
八

月
)

16

.゚
悃

譎

螯

鏃
攜齷

緬)
嵩

一

四
)

跚
.-

,

二

17

こ
の

年
よ
り

以
後
五
ヶ

年
明
星
寺
常
寂(
詰
七)
に
つ
き

宗の綱目を學ぷo(聖光上入傳)佛道成就の爲豊前彦山に一千日の日參せられしざ云ふ○或は時折參詣せられしかo(筑前續風土記、青柳氏著鎭西上入參照)要するに出家以後叡峰遊學まで明星寺にあつて孜々εして天台の幽致を探らる○

　c　ao

　-

a

三

04r-
y

.゚

蒲

糴
醵

驤溯

鑞艶

(
然

傳
七
)

.

鶲舗

大
臣

蘿

袰
八

桑

●
十
月
山
徒

亂
チ
ナ
ス
(

葉
三
一
)

40Wr-{

四

P

,

●
五

月
興
編
寺
藏
俊
寂(

官
補
)

.
叶

郵譲

蠻
大
興

奪
ヲ
燒

一97_二



皇天徳安(代 一十八)(代二十入)皇天勿鳥後

1841

覊
20

●
閏

二
月
清
盛
曲薨
.(
葉

三
六
)

●
閏

二
月
源
空
藤
邦
綱
臨
.絡

ノ
善
知

識

ト

ナ

ル
(
葉

三
六
)

●
八
月
電
源
東
大
寺

ノ
大
勸
進

ト
ナ

ル
(續

要
録

)

184`L

£壽

δ永

2X

玉843

既

に
宗
の
綱

目
を
得
た
る
も
邊
士

の
學
解

義
の
中
ら
ざ

る
を
憾

み
蹶
然
上

洛
、
冬

(
勅
傳
云
春

)比
叡
東
塔
南

谷

觀
叡
法
橋

の
室
に
入
る

(註
八
)
師
ご
法
門
を
論

じ
同
學

二

22

位
人
の
讃
辭
を
得
直
ち
に
東
塔

東
谷
寶
地
房
證
眞

へ註

九
)
の
門

に
入
6
四
明
の
奥
義
を
極
む
c

(决
疑
鈔
裏
書
、
聖
光
上
人
傳
、
勅
傳
四
六
徹
志

一
、
略
要
傳
)

●

正
月
耄

源
兼
實

二
封
面
宋

國
ノ
状

チ
談

ズ
(
葉

三
八
)

●
源

智
生

1844]84518461847

瞽瑟v

23

文
治

 へ八
月

)

242526

秋
、
顯
眞
、
源
室
上
人
を
大
原
勝
林
院

に
請
し
南

北
の
碩

學

ざ
共
に
淨
土

の
要
を
聽
く
こ
ざ
あ
り
c

(
四
卷
傳
、
十

六
門
記
、
勅
傳

一
四
等
)
辨
阿
そ
の
談
義

の
末
座
、

(
註
一

9

に
連
り
し

ご
云
ふ
は
誤
ら

●

二
月
バT
雷
コ衝

捕

ハ

レ
鎌
合
眉
二
呱送
ラ

〃
、
遑

次
源
空

ノ
化
ヲ
受

ク

(
然

露

三
〇

)

●
十

二
月
長
西
生
(
源
流
)

●

八
月
東
大
寺
大
佛
開
眼
、
法
皇
臨

幸
(
葉

四
二
)

●
俊

乘
房
自

ラ
南
無
阿
彌

陀
佛

ト
號

ス
。
阿
號

ノ
始
(
然
書

西
)

●
正
月
顯
眞
勝
林
院

二
不
斷
念
佛

チ

始

ム
(
然
裔

一
四
)

●
榮
西
再
入
宋
(
護

二
、

釋
二
)

一一98-一
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四五
建
久

(
四
月

)

272S293031

學
成
り
鎭

西
に
歸
國
、
(
聖
光
傳
、
勅
傳
四
六
、
)

「
鎭
西
略
要

傳
」

「
鎭
西
禪
師
繪
詞
傳
」
云
く
上
人
歸
國

後
入
宋
、

終
南
山
悟
眞
寺

に
入
る
巴
o
然

れ
ざ
も

「
略

要
傳
」
は
恐
く
は
聖
護

の
作

で
な
く
後

人
の
僞
作
か
o

辨
阿
入
宋
事
無

根
捏
造
。

母
(
聖
壽
妙
養
禪
尼
)
の
舊
棲
を

改
め
て
草
庵
を
結

ぶ
o

後

の
吉
鮮

寺
な
り
o
(蓮
門
精
舍
舊
詞
坤
續
淨

一
九
)

(註

一
こ

油
山
(筑
前
國
早
良
郡
)
の
大
衆

の
懇
請
に
よ
り
學
頭

ど

な
り
學
徒
を
敷
養

す
o(

聖
光
上
入
傳
、
勅
傳
四
六
、
徹
志

一
)

(註

=
じ

辨
阿
,
遊
化

の
砌
筑
後
國
司

草
野
永

卆
、
上

、
に
歸

衣

し
井
上
山

泥
明
寺
を
建
立

も

・
大
壇
林
善
導

ヤ
の
濫

膓
な

,
c
(
香
月
系
譜
所
牧
峰
眞
言
記
淨
全

一
七
、
鎭
西
略
要

傳
、
善
導
寺
誌
、
略
赫
起
)

●

五
月
源
空
瀧

山
寺

二
不
斷
念
佛

チ

始

厶
(
然
書
二

三
)

倫U
九
日
月
法
白
珥
源
先
工
亂ア
止
ル
潅
噛
ト

シ
一ア
仙
凹

洞

二
如
法
經

チ
書
寫

ス
(
然
露

九
)

=
説
文
治

三
年
(
叡

詑

一
)

備
▼八
月

一
日
源
先
工
始
メ

デ
兼
實

二
一謁

ス
、

八
月

八
日
氣
實
源
空

二
受
戒

後
念
佛

チ
始

ム
(
葉

五
五
)

⑱

二
月
源
空
、
電
源

ノ
請

ニ
ョ
リ
東

大
寺

二
三
部
經

チ
講
ズ

(
漢
語
燈

三
)

一
説
建
久

二
年
秋

(
然
讒

三

n
　

㊥
七
月
兼
實
源
空

チ
請

ジ
受
戒

シ
後

恒

例
念
佛

テ
始

ム
(
葉

五
八
)

●
證
空
、

源
空

ノ
室

二
入

〃

(
然
童
国

四
七
)

⑳

二
月
頼
朝
、
彌
陀

三
尊
讒
像

チ
慶

ス
(
吾

二

)

②
七
月
兼
實
夫
妻
源
空

ヲ
請

ジ
受
戒

含
佛

⑪
九
月
中
宮
任
子
、
源
空

二
受
戒

ス

c
漿

a;
>
>

●
夏
榮
西
歸
朝
臨
濟
禪

チ
開

〃

(
釋

二
亠つ

●

三
月
後

白
河
法
皇
崩

ス

(
明
,
皇

抄

六
)

汐
八
月
兼

實
源
空

二
受

戒

ス
(
葉
六
三

⑧
秋
、

大
和
入
遘
見
佛

八
坂
引
導

寺

二
源
空

チ
請

ジ
別
時

チ
修

シ
後
禮

讃

テ
誦

ス
(
然
壷
画
十
)

〇
十

一
月

顯

翼
寂
(
座
記
)

一 一99-一
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四五亠
ノ、

 

七八

32333435

舍
弟
鸚

艶

簪

見
眼
前
の
響

に
驚
き
往
生
の
行

業
を
求
む
(
决
答
鈔
上
、
聖
光
上
人
傳
)

(註
一
四
)

衆
徒
の
屈
請

に
よ
り
明
星
寺
住

ざ
な
り
廢
虚

せ
る
塔

の
改
築
の
爲

こ
の
頃
よ
り
三

ヶ
年
忽

忙
ざ
し

て
勸
進
す

(
决
答
鈔
上
、
聖
光
上
人
傳
)

}

36

明
星

寺
新
塔
再
建

の
功
成

6
本
奪
佛
を
仰

へ
ん
爲
上
洛
し

五
月
上
旬
綾
小
路
佛
師
康

慶
(
註
一
五
)の
小
庵
に
寄
寓
す
○

寶
地
房
座
下

に
あ
b
し

巴
き
師
の
源
室
上

八
譛
歎

の
辭
を

思
ひ
出

で
、

一
日
、
吉
水
の
禪
室
を
訪

れ
上
人
よ
り
凡
夫

解
脱
の
要
路
、
稱
名
念
佛
の
要
行
を

聽
き
豁
然
信
伏
、
直

籌1

醸

蒡
丿レ

 

③
外

詑
左
夫
師
秀
(
安

樂
房
、
父

)源

空

チ
請

シ
テ
五
十
日

ノ
遘
修
読
法

ス
(
漢

語
燈

八
識

紐
㎜
)

◎
良
瀝
生
(
招

提
下

二
、

源
流

)

9
源
智
源
空

ノ
門

二
入

ル

〆
然
霞

四

五
、
高

七

一
)

醜
W
明
瀉
蠻
口同
野

二
隱

ル
(
{然
竜
圓
一
六
)

面
W
三
月
東

大
寺

慶

ス

(
一愚
六
、
鼎某
山ハ

六
、

然
諜

四
五
)

愈
U
六
月
電
源
{叔

(
然
堂
画
四
五
、
山向同
六

五
)

哺
説
建
永

元
年

⑲

正
月
十

五
日
源
空
策
山
.靈

山
寺

ニ

テ
別
時
念
佛

ヲ
修

ス
(
尉私
集

八
)

㊤

二
月
十
九

日
法
性
寺

殿
御
忌
日
、

兼
實
源
空

チ
推

シ
テ
上
座

ト

ス

⑲
或

〃
ト
キ
兼
實
跣

足

ニ
テ
庭

二
下

り
源
空

チ
迎

フ
(
然
諜

+

一
)

⑧
前
年

八
月
朔

日
申
宮
宜
秋
門
院
皇

女
誕
生
、
藻
實
勢
力

テ
失

迄
慈
圓

工八
ム
ロ
虚
肥
素
純プ
蹄鴕
ム

100-一
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九
正

治
(
四
月
)

建
仁

(
二
月

)

3i3R394041

ち
に
師
事

し
前
後
八

ヶ
年
具
に
庭

訓
を
禀

ぐ
o
(念
佛
名

義
集
中
、
决
答
鈔
上
、
决
疑
鈔
五
、
聖
光
傳
)

三
ケ
月
後
、
新
彫

の
佛
像
を
奉
じ
て
歸
國
、
新
塔
に
安

置

供
養

し
、
淨

敖
弘
通
す
o
(註

=
ハ
)
(
聖
光
傳
、
略
要
傳
)

(
註
一
七
)

八
月
源
室
上
人
の
命

に
よ
り
豫
州

に
到
り
念
佛
を
弘
む

(
四
卷
傳
.
聖
光
傳
、
勅
傳
四
六
、
徹
志

一
、
綱
義
)

「
决
疑
鈔
五
」
「
勅
傳

四
亠
ハ

「
直
牒
十
」
云
、
春
選
擇
集

の

附
屬
を
稟
け
ら
る
ざ
云
ひ
、
「
本
末

口
傳
鈔
上
」
云
く
正

治

二
年
豫
州

に
遊
化
す

ご
は
誤
G

二
月
再
び
上

洛

源
室
上
人

に
奉
仕

し
て
、
選
擇
集
を

寫
し
、
そ
の
附
屬
を

禀
く
o
(
聖
光
傳
、
良
榮
决
疑
鈔
見
聞

五
、
徹
選
擇
私
志
記
、
直
牒

一
、
鎭
流
祀
傳
)

「
略
要
傳
」
に
は
、

こ
の
年
參

内
し
、
鎭
西
禪
師
聖
光
上

入
大
和
術
ε
勅
稱
せ
ら
る

丶
ざ
云

ふ
は
恐
誤
か
。

●

三
月
源
空
兼
實

ノ
請

ニ
ョ
リ
選

欅

集

チ
撰
蓮

ス

(
密

要
决

一
、
要
决

十

六
門

記
、
决
疑
鈔

五
)

◎
四
月
源
空
沒
後

遘
讖
丈

チ
草

ス

(

語
漢
燈
十

)
㊧
幸
西
源
空

ノ
室

二

入

〃

爵

七
月
良
忠

石
見
國

二
生

ッ

(
良
忠

傳

)

●
蕪

實
證
空

チ
請

ジ
選
擇
集

テ
講

セ

"シ
ム
(
古
同
一
四
)

●
閏

二
月
感

西
寂
、
然
露

四
八
)

●
五
月
幕

府
念
佛

チ
禁
ズ
(
吾

=

ハ
)

⑫
九
月
月
輪
北
政
所
源
空

二
受

戒

(
葉

六
六
)

o
徳三
傳月
六親
信鸞

鐙藻
○空

ノ

門

入
)Y
n

古

 

●

正
月
兼
實
、
源
空

チ
請

シ
デ
落
飾

法
名
圓
證
へ
公
、
明
、

然
盡

十

一

⑳

二
月
源
空
、
高
畠

少
將

二
謁

ス
(
巨

醐

本
傳

)
⑳
覺

明
房

長
西
源
空

ノ

室

二
入

ル
(
源
流
)
⑤
蓮
華

寺
皹
椦

房
源
空

ノ
門

二
入

〃
(
然
霞

四

五
)

●

八
月
貞
慶
招
提
寺

二
念
佛
道
蕩

チ

建

ソ
(
招
提

下

二
)

一101-一
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元
久

(
二
月
)

建

永
(
四
月
)

承
元

、
十

月
)

4243444546

(
註
一
八
)

八
月
上
旬
東
山
學
窓
を
辭
し
歸
國
、
淨
数
を
弘
通
し
利

盆
四
方
に
響

く
o

(
念
佛
名
義
集
中
、
聖
光
傳
、
勅
傳
四
六
)

「
傳
附
録
」
に
歸
途
出
雲

に
出
で
大
胱
參

弉
し
、
石
見
大

願
寺
を
創
し
敷
化
三
年

に
及

ぶ
ざ
云
ふ
G
恐
傳
説
o

三
月
辨
阿
、
門
弟
度
脱
房
(註

一
九
)
を
使

ε
し

て
源
室
上

人

に
背
宗

の
邪
義

ニ

ケ
條

の
疑
問
(註
一δ

)を
記
し

て
證

判
を
請

ふ
。(

九
卷
傳
三
、
勅
傳
四
六
、
淨
華
院
藏
授
手
印
奥
書
、

徳
富
氏
藏
假
名
法
語
)

㊤

三
月

隆
寛
、
源
空

二
選

擇
集
チ
受

ク
(
寛
傳

)

⑳
十
月
山
徒
念
佛
停
止

チ
座
主
虞

性

二
訴

フ
(
然
傳

五
)

⑳
十

一
月

七
日
源
空

七
ケ
條
起

請
文

チ
制

シ
門

下
チ
誡

ム

(
コ
尊

院
交

書
、
漢
語

燈
十
、

四
卷
傳

二
)

〇
+

一
月
爺
實

、
書

チ
座
主

二
贈

サ

デ
念
佛
停

止
ノ
非

ヲ
告

グ
(
然
書

三

●

四
局
親
鸞
選

擇
集
チ
源
空

二
受

ク

(
信

證
六
)
⑳
九
月
興
編

寺
大
衆
源

空

ヲ
罰

セ

ン
コ
ト

テ
請

フ
、
+

二

月
宣
旨

テ
下

シ
源
空

ノ
罪
ト

ナ
サ

ズ
(
然
謁

三

一
、

三
長
詑
)

〇

六
月

重
源
寂

(
明
三
)
●

十

二
μ

佳

蓮
安

樂
鹿

谷

三
別
時
禮
讃

チ
修

ス

(
然
書

三
三
)
②
源
空
、
聖
覺

チ
執
筆

ト

シ
テ
登

由
状

チ
作

〃
(
無
童
圃
三

二
)

◎

二
月
專
修

念
佛
者
禁
制

ノ
宣

下
ア

リ
(
明
)

〇

二
月
住
蓮
安

樂
刑

セ
ラ

ッ
(
愚

六
)

擁
饑
評欝
馨
紬
難
蘊
藝

三
)

④

二
月
親
鷲
越

後

二
配
サ

〃

(
古
徳

傳

七
)

●
四
月
兼

實
薨
ズ
(
公
、
愚

六
)

●

+

二
月
源
空

勅
免

セ
ラ

レ
勝
尾
寺

二
幼
田
ル
(
姉然
壷
圃
ご
一
亠ハ
)

一一102-一
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徳天皇(代四十八)

..

..

4î48

●
源
空
、
勝

尾
寺

ノ
大
衆

二
法

服
及

一
切
經

ヲ
施
入

ス
(
然
諜

三
六
)

㊥

六
月
源
空
書

チ
越
後
光

明
房

二
遣

ハ
シ

一
念
義

チ
斥
ク

(
漢
語

燈
十

然
蠡

二
九
)

187018711872

四

49

9建
万暦
v

5051

こ
の
年
彦
山

に
念
佛
を
弘
通
し
、
善
導
來

朝
の
靈
夢
戚

得
博
多

の
津
に
善
導
の
木
像
を
迎
ふ
ご
云

ふ
c

現
、
博

多
光
明
山
善
導
寺
悟
眞
院
は
其
の
遺
跡
な
り
o

(
蓮
門
精
舍
舊
詞
坤
所
收
善
導
寺
縁
起
)

●
十

一
月
源
空
入
京

チ
許

サ

レ
大
谷

瀬
房

二
歸

〃

(
十

六
門

詑
、
然
書

三
六
、
古
徳

八
)

●

二
月
良
患
出
雲
鰐
淵
寺

二
入

〃
、

(
良
忠
傳
)

⑱

正
月
廿

三
日
源
空

漁
訓

噌
枚
起
請

女

チ
作

リ
源
智

二
與

(
、

二
十
五

日
入
滅

(
十

六
門

記

源
流

.
四

眷
傳

、
古
徳
㎜
八
、
臨信
證
六
)

●
十

一
月
高
辨
擢

邪
輪

チ
撰

シ
選
擇

集
テ
破

ス
(
然
喬

四
十
跋
)

1873

n

士 建

百 保
口

52

●
二
月
貞

慶
寂
(
招
提
上

一
)
り
四
月

實
朝

淨
瀝

源
証
酎享
チ

召
シ
デ
し
法

華

淨
土
ゆ
尓
ノ
匕
日
諏
喘チ
談

義

セ
シ
ム

(
五
口
)
●

六
月
吉
同
辨
荘
嚴

記
チ
撰

シ

念
佛

チ
重
破

ス
、
源
空

ノ
徒

信

等

反
破

ス
(
跋
、
辨
傳
、
然
靄

四
〇
)

●

七
月
念
佛
法

師
ノ
狂
態
婬
女

尼

レ
ナ
リ
デ
僣

二
扈
從

ス
(
明
)
●
專

修
停

止

ノ
沙
汰
ア

リ
(
然
傳
四

二
)

一103一
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四五
亠
ノ、

535455565i

「
勅
傳
十
七
」
「
大
原
談
義

聞
書
鈔
見
聞
」
云
、

三
月
聖
覺

眞
如
堂

に
於
て
源
室
上
人
の
三
回
忌
を

修
し
七

日
間
融

逋
念
佛
を

行
ふ
○

諸
人

に
安

心
起
行
の
往
生
の
要
樞
を

説
き
、
不
審
あ
ら
ば
聖
光
上
人

に
尋
ね
よ
ε
o
敬
蓮
瓧

(註
一二

)
こ
の
説
法
を
聞
き
直
ち
に
九
州
に
下

り
て
辨
阿

の
門
を
叩
く
ご
。

香
月
七

郎
則
宗
(註
二
二
)大
檀
信

こ
な
り
、

母
の
爲

に
結

び
し
庵
を
改
築

し
伽
藍
建
立
す
o

誕
生
山
聖
光
院
吉
群

寺
(
筑
前
香
月

町
)
之
な

り
○
「
筑
前
續
風
土
記
」
云
く
文

明
十

五
年
香
月
興
則
再
興
す

ど
○
(
翼
賛
五
二
、
蓮
門
精
舍

舊
詞
續
淨

一
九
)

三
月
順
徳
天
皇

よ
6
善

導
寺
の
勅
額
を
賜
は
る
。

(
略
嬖
傳
鎭
流
組
傳
二
)

辨
阿
筑
後

の
敖
化
は
恐
く
は
こ
の
頃
よ
り
始
ま
り
し
か

中
心
は
筑
後
善
導
寺
な
り
○

(註
二
三
)

冖
聖
光
上
人
慱
L
云
く
、
辨
阿
筑
後

高
良

山
の
麓
厨
寺

に

て

一
千
日
の
別
時
念
佛
を
修
す
o

「
山
大
衆
隨
喜
す

ビ

は
此

の
頃

か
o

●
十

}
月
良
患
登
壇
受

戒
(
忠
傳
)

㊤
七
月
榮
西
寂
(
釋

二
)

●
源
智
南
禪
寺
北

ノ
草
堂

ニ
デ
別

時

念
佛

チ
修

セ

シ
カ
(
翼
賛

)

●●
土良閏
二患六

歸 ノ(月
ス聖三

鑞

1§

 

⑳

三
月
空

阿
四
十

八
日
念
佛
會

チ
九

條

二
修

ス
、
山
徒
之

チ
妨
グ
(
明
)

●

三
月
金
光
房

寂
(
金
光
傳
)

④
九
月
山
徒

奉
輿

人
洛
武

士
ト
鬪

フ

(
練

一
二
)

一104一
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恭 仲(
代五十入)

..

(代六十入)皇 天 河 堀 後

,.

::

承
久

(
四

月
㌧

貞
應

、(
四
月

)

5859606162

..

　

+元

万 仁
v

63

::

饑
口

64

筑
後
善
導
寺
伽
藍
建
立
、
檀
那
は
草
野
永
卆
な
り
○

(善
導
寺
誌
、
歴
代
鎭
西
志
七
)

●

閏
二
月
專
修

念
佛

チ
禁
ズ

五
)

(
邏
録

◎

八
月
聖
覺
唯
信
鈔

テ
著

ス

(
同
鈔

奥
書
)

O
雅
成
親

王
但

馬

ヨ
リ
隆
寛

(
然
書

四
四
)
聖
覺
(
然
書

一
七
)
明
禪

(
然
盡

四

一
、
進
行

集

二
)
饕

二

淨
土

ノ
宗
要

チ
問

フ

へ
用
意

問
答

輯
要
上
)

●

二
月

日
蓮

生
【
遺
録

三
〇

)

㊤
專
修
停

止
ノ
事
ア

リ

(
承
久

三
四

年

日
次
記
、
練
、
皇

代
暦

)

②

七
月
常
照
寂
(
山
志

一
五
)

●

二
月
道
元

。
明
全
入
宋

(
元
録

,

蹕
)

O
正
月
親
蠻
琶
翼
宗
チ
開
ク
(
高
統

五

●

四
月
輝
林

寺
靜
遍

寂
(
然
書
西

○

)

◎
六
月
明
慟漏
罵
叡

(
㎞然
霞

一
六
、
法
論小

労
流

詑
)

●
信
空

念
佛
義

チ
状

ニ
ノ
セ
テ
流
布

C
.,
行
集

二
)

●

八
月
專
修

念
佛

チ
禁
ズ

(
歴
代
皇

組
)

⑦
延
暦
寺
衆
徒

ノ
訴

ニ
ョ
リ
空
阿

チ
關

灣

二
逍
却
、

三
月
入
道
萠

大
政
大
臣

頼
實
、
空
阿

チ
中
山
迎
講

二
招

ク
(明
)

●
九
月
慈
圓
寂
(
座
詑
、
奪

卑
分
脈
)
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コ889

安
貞

(
+

二
月
)

寛
喜

(
三
月
)

65666i68

十
月

廿
五

日
を
開
白

ご
ー
、
肥
後
往
生
院
(註
二
四
)
に
て

四
十
入

日
の
別
時
を
修
し
、
末

代
念
佛
授
手
印
q註
二
五
)

を
逋
作
す
o
(授
手
印
夢
書
、
東
宗
要
四
、
决
答
鈔
上
、
傳
心

鈔
、
勅
傳
四
六
)

十

一
月
十

日
、
諸
人
の
尋
ね
求

め
に
應

じ
て
宗
租

の
念

佛
往
生

の
誓
言

一
枚
起
請

文
(註
二
六
)を
述

ぶ
・
(
宗
學
研

究
第
三
號
所
收
徳
富
蘇
峰
氏
藏

古
寫

一
枚
起
講
文
並
採
彦
明
氏

一
枚
起
認
文
解
読
參
照
)

十

二
月
肥
後
宇
土
町
西
光
院

に
て
再
び
別
時
を
修
す
c

(
筑
後
善
導
寺
藏
授
手
印
)

0

正
月
後
鳥

羽
院
隱

岐

ヨ
リ
西
林
院

承
圓

二
書

チ
賜

ヒ
明
禪
聖
覺

馨

二

散

心
念
佛

決
定

往
生

ノ
旨
子
問

フ

(
然
諜

四

一
、

一
七
)

⑦

九
月
雅
成
親

王
但

馬
ニ
テ
出
家
(明
)

●

六
月
山
徒

源
空

ノ
墓

チ
毀

タ

ン
ト

ス
、
信
空
覺

阿
密

カ

ニ
邇
勇
チ
發

掘

シ
テ
嵯
峨

二
移

シ
、
更

二
廣
隆

寺
圓
空

ノ
處

二
隱

ス

(
練

=
二
、

古
徳

六
、

然
毒面
四

二
)

●

七
月
隆
寛

、
空
阿

、
幸
西
等
謫

セ

ラ

ル
(
練

一
三
、
然
露

四

二

寛
傳
)

●

十
月

山
徒
選

擇
集

ノ
板
チ
燒

ク

(

濾
録

五
、

綱
義

)

●
十
月

延
潛

寺
儁

綱
念
佛
停
廢

ノ
コ

レ
チ
訴
フ
(
皇
抄

八
)

●

十
二
月
隆
寛
寂
(
進
行
集
、
寛
傳

〇

十
二
月
道
.π
歸
朝

●
道

元
歸
朝
曹

洞
宗

チ
開

ク
(
釋
)

●

正
月
空

阿
寂
(
進

行
集
)

●
同
月
源
空

ノ
蓬
骨

チ
粟
坐
野

二
荼

毘

ニ
ス
'
然
謹
四

二
、
古
徳
九
)

⑪
七
月
譽
　明

寂
(
翼

五
八
)

●

九
局
法

蓮
房
信
空

寂

(
進
行
集

二

分
流

詑
)
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(代七十入)皇 天條四
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貞
永

(
四
月
)

天

輻
(
四
月
)

6970�1�2
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†文

万暦
v

i3

二
月
⊥
ハ
日
香
月
家
再
興
す

(
東
鑑
二
六
、
歴
代
銀
西
要
略

二
、
系
譜
一註
峰
眞
冖言
記
淨
全

一
六
、
麻
ぬ代
鎭
西
士心
七
)

七
月

二
十
八

日

一
字
三
禮
阿
彌
陀
經

一
需
を
書
寫
し
臨

終
持
經

に
擬
す
o
(
聖
光
傳
)

(
註
二
七
)

『
念
佛
名
義
集
』
逋
作
は
恐
く
は

こ
の
年

か
o

こ
の
推

測

に
過
な
け

れ
ば
、

否
何

れ
に
し

て
も

『
徹
選
擇
』
下

卷

の
撰
述

は
此
集
よ
り
以
前

な
り
c
へ註
二
八
)

こ
の
外

『
名
目
問
答

一

『
三
心
要
集
』
共
に
其

の
内
容

短
文
よ
り
考
察
す
る
に
、

辨
阿
晩
年
の
作
、

安
貞
以
後

天
輻
前
後

の
述
作
か
。

「
奮

迅
鈔
」

一
に
云
く

「
名
義

集
」
は
文
言
假
名

な
れ
ば
老
後

の
作
に
し

て
、「
名
目
問

答
」

は
斐
然

ざ
し

て
章
を

爲
す
故
に
、
七
十
歳
以
前

ざ

云

ふ
は
當
ら
す
o

こ
の
頃
よ
り
筑
後
上
妻
郡
馬
塲

の
天
輻
寺

に
居

住
敷
化

せ
ら
れ
し
か
o
(翼
賛
五
三
鎭
西
繪
詞
傳
、
筑
後
志
)

春
弟
子
自
蓮
瓧
宗
圓
を

宋
に
遣
し
善
導
の
彌
陀
義
を
求

め
し
む
o
(總
系
譜

一

鎭
流
組
傳
三
、
蓮
瓧
稽
古
編
)

●
證
空

西
山

二
三
鈷
寺
塔

チ
建

ツ
、

(
鑑
圃

三
)

◎
正
月
高

辨
寂
(
辨
傳

二
)

⑳
三
月
良
忠

石
州
多
陀
寺

二
不
斷
念

佛

二
始

ム
(
良
忠

傳
)

④

正
月
湛
空

源
空

ノ
潰
骨

チ
ニ
尊
院

二
納

ム
(
鈬
諜

四
二
)

O

正
月
覺

崘
寂
(
進
行
集
し

●
源
智
、
源
空

ノ
大

谷
ノ
瀬
房

チ
再

興

シ
華
頂
山

知
恩

院
ノ
額

チ
賜

フ

(
恩

録

翼
賛

五
二
)

●

六
月
專
修

停
止

ノ

コ
ト
ア
リ

(
潰

録
)

一107一



189518961897

嘉
碵

(
九

月

)

7475i6

筑
後

八
女

郡
水
田
常
念
寺
を
創
建
す
o

(
續
淨

一
九

蓮
門
精
舍
舊
詞
坤
參
照
)

九
月
七

日
良
忠
、
筑
後
善
導
寺

に
到
り
八

日
上
妻
天
輻

寺
に
於

て
始

め
て
辨
阿
に
謁
す
o
良
忠
三
十
入
歳
o

(决
疑
鈔
五
、
然
阿
上
人
傳
、
領
解
授
手
印
徹
心
鈔

奥
書
下
)

四
月
十

日
筑
後
善
導
寺
に
於

て
良
忠

に
傅
法

(
授
手
印
識

語
、
領
解
鈔
奧
書
)

正
月
十
入

日
よ
り
四
月

廿
日
迄
天
旙
寺

に
於

て

『
淨
土

宗
要
集
』
⊥
ハ
卷
を
講
す
o
良

思
之
を
筆
受
す
。
(
淨
土
宗

要
集
識
語
)

C註
i1
八
)

亠
ハ
月

『
徹
選
擇

』
二
零
を

著
し
(
下
卷
は
以
前
に
脱
稿

)

七
月
六

日
良
忠
を
善
導
寺
に
招

き

『
徹
選
擇
』
を
譲
與

し
、
入
月

一
日
璽
書
(註
二
九
)を
給

ふ
。
三

日
良
忠
『
領
解

鈔
』

を

草
し
て
上
人

の
印
可
を
受
く

(
聖
光
傳
、
决
答
鈔

上
、
領
解
鈔
奥
書
、
然
阿
上
入
傳
)

入
月

廿
三

日

四
識
知
淨
土
論

ロ
な
る

(
同
識
語
)
八
月
下

旬
良
忠
石
見
に
歸

る
(
然
阿
上
入
傳
)

(註
三
〇
)

九
月

二
十

一
日
勢
觀
房
、

辨
阿
に
書
を
賠

る

(
勅
傳
四

六
、
九
卷
傳
三
下
)

'

●
三
月
聖
覺

寂
(
練

一
四
)

●
七
月
幕
府
専
修

念
佛

テ
禁
ジ
黒

衣

、

偸
侶

ノ
往

來
ヲ
禁

ズ
(
吾

三
〇
)
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一 ・

.-,

+暦

月 仁
し

嘉
頑
三
年
十
月
以
來
所
勞
墸
氣
、
正
月

二
日
頸
に
腫
物

を
生
す
〇
八

日
諸
人

に
菩
薩
戒
を
授
く
。
廿
三
日
阿
彌

陀
佛
來
現
し
給

ふ
ざ
仰

せ
ら
る
o
閏

二
月

二
十

二
日
夢

中

に
釋
奪

の
説
法
を
聽
く
〇

二
十
九

日
七
條
衣
を
著
、

一
字
三
禮
小
經
を
持
し
高
聲
念
佛
し
光
明
遍
照
の
文
を

唱

へ
大
往
生
(註
三
こ
o
荼
毘
に
附
し
墳
墓
を
院
内

に
築

く
、
(
聖
光
傳
、
勅
傳
四
六
、
口
傳
鈔
下
)
潰
掣
言
に
よ
b
潰
一弟

遺

骨
を

二
尊
院

に
納
む
ε
○
(註
三
二
)

上
人
寂
後

五
百
九
十
年

文
政
十

年
十

一
月

二
十

二

日
、
仁
孝
天
皇
よ
り
大
紹
正
宗
國
師
の
諡
號
を
賜
は

る
o
(
公
補
、
知
恩
院
文
書
三
)

〇
十

二
月
源
智
寂
(
然
讒

四
五
㌧

〔
附

録
〕

註

一
、

一
諡
加
丹
.
勝
木
、
甲
木
-丶」云

ふ
は
誤
。
(
香
月
家
系
譜
淨
全

一
六
、
聖
光
上
人
傳
信
冏
註
淨
全

一
七
、
筑

前
國
續
風
土
記
參
照
)

楠
橋
、
現
、
字
-こ
な
る
。
古
川
の
舘
あ
り
し
所
、
(
筑
前
舊
志
略

、
西
園
寺
殿
所
目
録
、
醍
醐
三
寳
院
所
領
目
録
參
照
)

こ
、
父
則
茂
入
道
順
乘
、

「
法
水
分
流
記
」

に
叡
山
順
乘
竪
者
・こ
云
ひ
、

「
蓮
門
宗
派
」
に
山
信
順
乘
竪
者
-こ
云

へ
ば
、
晩
年
に
出
家
恐

く
は
叡
山
に
登
り
し
か
。
生
滅
年
代
未
詳
。

香
月
君
(
小
狹
田
彦
)
…
…
四
十
二
代
…
…
秀
則
-

則
宗
-

則
定
…
…
八
代
…
…
興
則

莊
司
三
郎

七
郎

三
郎

舌
川
彈
正
左
橢
轢

宀
讖

鯲

三
明
房

(
系
譜
ニ
ナ
シ
)

(
香
月
家
系
譜
淨
全

一
六
參
照
)

一109一



母
、
法
號
大
寳
院
殿
安
譽
聖
壽
妙
養
大
師
(
恐
く
は
後
世
の
作
)
ε
號
し
、
聖
光
上
人
誕
生
後
直
ち
に
寂
・こ
。
未
詳
。
(
傳
.信
冏
註
、

蓮
門
精
舍
舊
詞
坤
續
淨

一
九
,
六
〇
七
、
青
柳
英
珊
氏
ノ
鎭
西
上
人
序
參
照
)

三
、
筑
前
嘉
穗
郡
明
星
寺
末
寺
、
舍
利
藏
寺
、
蓮
臺
寺
、
建
花
寺
、
大
日
寺
中
の
某
寺
を
指
す
な
ら
ん
。
(
筑
前
續
風
土
記
)

妙
法

々
師
は
蓮
開
房
-こ
號
す
ε
、
未
詳
(淨
全

}
七
.
三
八

一
冠
註
)

四
、
明
星
寺
は
夲
壽
山
妙
覺
院
ご
號
し
、
筑
前
嘉
穗
郡
明
星
寺
村
に
あ
り
。
稱
徳
帝
の
頃
大
伽
藍
あ
り
壯
觀
を

極
め
し
も
康
夲
頃
罹
災
舊

に
復
せ
す
、
現
荒
廢
し
小
宇
ε
本
尊
く}村
名

-こ
に
よ
り
て
の
み
あ
り
し
面
影

を
留
む
る
の
み

(筑
前
續
風
土
記
、
青
柳
英
珊
氏

ノ
鎭

西
上
人
所
牧

口
繪
參
照
)

五
、
「
傳
,
信
冏
註
」「
坂
田
氏
ノ
鎭
西
上
人
の
教
學
所
收
附
録

=

匸
に
鎭
弘
寺
戒
壇
-こ
云

ふ
は
誤
。
恐
く
は
觀
世
脅
寺
の
戒
壇
に
登
り
し
か

鎭
弘
寺
簍

は
聖
光
夫

滅
後
百
餘
年
後
、
慈
威
惠
墾

璃

か
)に
よ
り
て
初
め
て
起
さ
る
。
(
天
台
霞
標
ニ
ノ
四
、
慈
威
惠
鎭
上

入
傳
西
教
寺
縁

起
參
照
)

觀
世
昔
寺
(清
水
山
曹
門
院
)
は
福
岡
縣
筑
紫
郡
水
城
村
に
あ
り
Q
天
智
帝
の
開
基
、
元
正
帝
養
老
七
年
二
月
滿
誓
に
勅
し
て
造
ら
し

め
天
夲
十
八
年
六
月
成
る
。
律
の
戒
壇
院
は
境
内
四
十
九
院
の

一
に
し
て
、
戒
壇
は
天
夲
寶
字
五
年
(
一
論

六
年
)
建
立
、
中
世
廢
頽

舊
跡
を
傳

ふ
る
の
み
、

(
元
享
釋
書

二
二
、
二
七
、
塵
添
埃
嚢
鈔

一
八
、
筑
前
續
風
土
記
、
同
舊
志
略
、
續

日
本
紀
九
、
大
宰
管
内

志
上
)

六
、
筑
前
續
風
土
記
に
、
白
岩
山
勝
編
寺
ε
い
ふ
。
文
明
十
六
年
香
月
七
郎
兵
衛
興
則
再
建
し
、
沙
門
唯
心
中
奥

ε
な
る
く
》云
ふ
は
誤
。

上
人
の
師
事
せ
し
唯
心
に
は
あ
ら
す
。
往
昔
廿
四
坊
あ
り
,こ
の
記
傳
あ
れ
さ
、
現
に
自
岩
山
辻
の
坊
聖
幅
寺

の

一
宇
の
み
殘
る

(
青

柳
英
珊
氏
、
鎭
西
上
人
參
照
)

唯
心
房
、
未
詳
、

「,坂
田
氏
、
聖
光
上
人
の
教
學
所
收
、
附
録

=

」
に
觀
音
寺
唯
心
ε
云
ひ
.
「
傳
・冠
註
」
(
淨
全

一
七
・
三
八
〇
)
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に
葉
上
房
興
言
の
弟
子
ε
云
ひ
、
信
冏
は
「
霞
牒

一
」
、
「
西
宗
要
四
」
を
引
用
し
唯

心
房
は
寶
塊
房
證
眞
の
勇

子
な
り
ご
。
又
「
西
宗

要
四
」
に
唯
心
房

の
沙
汰

.こ
し
て
逆
者
抑
止
攝
取
の
論
を
引
き
白
岩
寺
唯

心
ご
す
れ
さ
も
論
議
よ
り
推
測

す
る
に
、
果

し
て
同

一
人

な
る
や
疑
多
し
。
不
明
。

七
、
决
疑
鈔
蕃

云

「
常
寂
房
座
禪
之
流
、
唯
心
房
韈

些

人
從
萎

、
學
、
後
登
・
山
。
始
依
・
唯
心
房
之
教
・東
塔
南
谷
學
頭
觀
叡
法

橋
.........」
C
淨
全
七
、
三
五
三
參
照
)

直
牒

一
に
常
寂

ら
亦
證
眞
の
弟
子
-こ
。
他
に
資
料
な
く
知

る
に
由
な
し
。

八
、
傳
に
常
寂
の
教
示
、こ
云
ひ

「
决
疑
鈔
裏
書
」
に
唯
心
の
指
示
に
よ
り
觀
叡
の
門
を
叩
く
ε
云

へ
さ
も
、
觀
叡
、
常
寂
、
唯

心
共
に
淌

息
不
明
に
し
て
知
る
に
由
な
し
。
「
傳
」
、

「
决
疑
鈔
、
裏
書
」
、
「
直
牒

一
」
の
云

へ
る
如
く
唯

心
果
し
て
證
眞
の
弟
子
な
り
せ
ば
、

裏
書

に
云

へ
る
如
き
誘
導
教

示
あ
る
理
な
し
。

九

、
隆
慧
永
辨
二
師

に
就
き
惠
檀
兩
流
を
學
び
、
穴
太
聖
昭
よ
り
密
を
傳

へ
、
打

つ
て

一
含

,こ
し
、
當
時
新
思
想
所
持
者
ε
し
て

一
山
よ

の
稍

々
、い
れ
ら
れ
ざ
る
傾
向
を
持
ち
し
か
さ
、
數
次
の
探
題
の
要
職
、こ
多
卷
の
著
逑
を
成
せ
し
學
者
。
證

眞
・こ
、法
然
ヒ
人
、辨
阿
、

叡
塞
等
は
密
接
な
關
係
あ

る
に

つ
き
相
當
資
料
を
集
め
た
る
も
都
合
上
次
の
機

に
發
表
す
¢
(
天
台
霞
標
、
念
佛
名
義
集
中
、
阿
娑
縛

抄
七
、
三
國
佛
法
傳
逋
縁
起
下
、
沙
石
集

一
、
勅
傳
五
、
五
七
.
扶
桑
隱
逸
傳
下
。
)

十
、

「
大
原
談
義
聞
書
鈔
」
「
同
見
聞
」
、
「
大
原
談
義
纂
述
鈔
下
」
參
照
。

「選
要
鈔
下
」
に
聖
光
房
・こ
云

ふ
は
同
名
異
人
に
し
て
鎭
西
上
人
に
あ
ら
す
・込
。
然
れ
さ
も

「
大
原
談
義
聞
書
鈔
」
は
聖
覺
の
作
に

あ
ら
す
。
後
世
の
僞
作
に
し
て

一
考
を
要
す
べ
き
も
の
な
り
。
法
然
上
入
-こ
鎭
西
上
人
の
面
謁
は
建
久
八
年
な
り
。
(
名
義
集
中
、
藤

枝
昌
道
氏
聖
覺
法
印
研
究
參
照
)

十

一
、
筑
前
國
早
良
郡
に
あ
り
。
聖
武
帝
の
頃
僭
聖
賀
楽
油
を
作
り
燈

明
・こ
す
。
依

つ
て
此
名
あ
り
。
東
西
爾
油

山
に
七
百
有
餘
の
僭
房
あ

り
し
・こ
。
西
油
山
の
慶
趾
は
天
福
S
名
け
し
禪
院
趾

に
し
て
、
東
油
山
の
泉
疆
寺
は
今
草
堂
殘
れ
り
。
聖

一
國
師
四
代
法
孫
慈
相
和
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術
開
基
、

「
聖
光
傳
」
に
上
人
學
頭
ε
な
の
學
徒
林
の
如
く
集
る
ーこ
云

へ
ば
當
時
天
台
宗

に
屬
し

一
山
隆
盛
偲
ば
る
。
(筑
前
續
風
土

記
、
翼
賛
四
六
、
四
九
、
大
宰
管
内
志
上
)
近
年
此
地
に
碑
を
建
立
し
上
人
の
舊
趾
を
表
す
。

十
二
、

「
東
鑑
」
に
建
久
五
年
大
宮
司
草
野
大
夫
永
夲
ε
あ
り
。
李
氏
沒
落

の
折
卒
氏
に
與
せ
す
、
忠
勤
を
愛
で
ら
れ
、
文
治
二
年
在
國
史

押
領
使
兩
職
隔こ
な
る
。
(束
鑑
六
.
善
導
寺
志
、
鎭
西
要
路
卷
二
、
史
徴
墨
寶
考
證
、
筑
後
地
鑑
、
香
月
家
系

譜
11?
`
淨
全

}
六
)

十
三
、
舍
弟
、こ
云

へ
,こ
も
香
月
系
譜
に
も
見
え
す
、
他
に
傳
な
く
知
る
に
由
な
し
。
恐
く
は
明
星
寺
に
て
勉
學
せ

る
入
か
。

十
四
、
决
答
鈔
上
、
香
月
系
譜
所
收
峰
眞
言
記
、
受
决
鈔
上
に
五
重
塔
な
り
し
・こ
云
ひ
、
聖
光
傳
、
鎭
西
略
要
傳

、
五
重
拾
逡
抄
に
三
重
な

り
ε
、
未
詳

十
五
、
夲
安
聖
光
寺
舊
記
(缺
本
)に
よ
る
。
上
人
佛
工
康
慶
(
翼
賛
五
九
參
照
)
の
寓
に
あ
り
て
吉
水
に
詣
す
。
上
人
自
齧
自
影
を
寓
庵
に
留

め
歸
鎭
す
。
世
人
小
庵
を
呼
ん

で
聖
光
庵
ε
云

ふ
。
京
都
市
寺
町
綾
小
路
下
る
聖
光
寺
は
上
人
の
逡
跡
な

り
。
(
聖
光
傳
信
冏
註

(
淨

全

一
七
ノ
三
八
三
傳
附
録
同
三
九
八
參
照
)

十
六

、
受
决
鈔
上

(
淨
全
十

ノ
九
三
)
云
く

「
安
二置
本
尊
於
塔
婆

一井
供
養
了
次
日
上
洛
」
す
、こ
は
誤

干
七

、
上
人
伊
豫
行
化
の
事
實

に
關
し
て
は
、
四
卷
傳
(
淨
全
十
七
ノ
六
四
)
に
「
弟
子
辨
阿
上
人
入
室
後
逡
二豫
洲

一而
弘
二逋
念
佛

一還
二鎭
西

建
二立
光
明
寺
一」
云

々
こ
云
ひ
、
其
他
諸
傳
皆

一
致
す
る
所
な
れ
ば
疑

な
し
。
今
四
卷
傳
に
見
え
る
ヒ
入
淌
息
の
叙
事
ε
、
上
人
自

ら
の

「
此
奴
三
十
六
ト
申

セ
シ
年

ノ
五
月
ノ
比

ヨ
リ
法
然
上
人
御
房

二
參
テ
四
十
三
ノ
歳

ノ
七
月

マ
テ
辨
阿

ハ
八
年
相
副
進

セ
テ
・:

…
…
」
(名
義
集
淨
全

一
七
ノ
三
七
三
)
の
述
懐
、
更
に
决
疑
鈔
五
、
直
牒
十
の
建
久
九
年
選
擇
傳
受
詮
よ

り
推
測
す
れ
ば
、
上
人
建

久
八
年
果
し
て
歸
國
の
事
實
あ
り
た
る
や
否
や
。
而
し
て
伊
豫
の
行
化
は
元
久
元
年
歸
國
途
上
に
は
あ
ら
ざ

り
し
や
の
疑
な
き
に
あ

ら
す
。
然
れ
,こ
も

「
傳
、
决
答

鈔
上
」
に
云

へ
る
が
如
く
明
星
寺
造
塔
改
築
後
本
奪
佛
を
求
め
ん
爲
、
上
洛

せ
ら
れ
し
こ
ざ
上
人
の

宿
願
な
れ
ば
本
尊
刻
成
の
曉
は
歸
國
供
養
あ
り
た
る
こ
・こ
叉
當
然
-こ
云

ふ
べ
き
な
り
、
宗
組
選
擇
集
撰
述
年
月
に
就
い
て
は
、
元
久
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元
年
、
同
二
年
、
建
久
八
年
、
建
久
九
年
等
異
論
あ
れ
さ
も
九
年
撰
述
を
正

・こ
す
べ
き
か

(望
月
博
士
淨
土

教
研
究
)
選
擇
撰
述
時

に
聖
光
上
人
、
師
の
座
下
に
あ
り
し
な
ら
ば
「
决
疑
鈔
五
」云

へ
る
如
く

「
建
久
九
年
春
月
輪
殿
下
の
教
命

に
よ
り
造
る
云

々
」
の
詞

を
特
に
上
人
に
告
論
さ
れ
る
理
な
し
。
然
ら
ば
「
决
答
鈔
上
、
傳
」
に
云

へ
る
如
く
建
久
八
年
秋
歸
國
し
、
宗
組
の
命
を
奉
じ
て
九
年

豫
州
遊
化
す
る
こ
ε
數
月
、
建
久
十
年
再
び
吉
水
座
下
に
歸

り
選
擇
集
の
附
屬
を
禀

け
ら
れ
し
,こ
見

る
を
爰
當
、こ
す
。

伊
豫
の
遺
跡
に
就
い
て
、
蓮
門
精
舍
舊
詞

(續
淨

一
九
)
、

學
信
和
爾
遐
稿
要
學
集
幻
雲
集
、
翼
賛
四
六
、

聖
光
傳
附
録

(
淨
全

一

七
)
等

二
淨
土
寺
、
正
報
寺
等
ニ
ケ
寺
を
擧
ぐ
。

一
八
、
明
星
寺
を
中
心
に
建
保
五
年
頃
迄
筑
前

一
圓
を
教
化
せ
ら
れ
し
か
。
筑
前
の
遺
跡
は
博
多
善
導
寺
、
穗
波
郡
幸
袋
本
誓
寺
、
鞍
手
郡

宮
田
極
樂
寺
、
朝
倉
郡
高
田
光
明
寺
、
筑
紫
郡
席
田
正
定
寺
等
な
り
。
(蓮
門
精
舍
舊
詞
續
淨

一
九
)

一
九
、
「
鎭
流
祀
傳
三
」
に
相
摸

の
人
な
り
ε
。
傳
末
詳

二
〇
、
凋異
替
ハ四
六

(
淨
全

一
六
ノ
六
六
↓二
)
、
拾
嘯遺
甄呱燈
録
上
跋

(
淨
冖全
九
ノ
四
六
六
)

嚇
二

、
敬
蓮
瓧
、
諱
長
門
(
五
重
拾
遺
抄
中

長
西

ト

ハ
誤
)
入
阿
叉
は
入
西
・こ
號
す
。
長
洲
の
人
。
决
答
鈔
上
に
始

め
幸
西
に
つ
き
、
後
聖

覺
の
論
法
を
聽
き
鎭
西
上
人
の
門
昊

る
・こ
、
果
し
て
こ
の
年
な
り
や
。
入
阿
自
筆
授
手
印
馨

(
林
彦
明
師
・
嬲

末
袋

佛
授

手
印
所
收
附
録
七
)
に
よ
れ
ば
肥
後
往
生
院
別
時
の
折
入
阿
は
廿
六
歳
な
り
。
こ
の
年
よ
り
逆
算
す
れ
ば
建
保
二
年
は
入
阿
十
二
歳

な
り
。
入
阿
如
何
に
非
凡
に
し
て
、
叉
幾
歳
に
し
て
如
何
な
る
動
機
に
よ
り
出
家
せ
し
か
不
明
な
る
も
聖
覺
の
諡
法
に
感
激
し
て
遙

か
鎭
西
に
下
り
し
に
は
、
い
さ
瓦
か
若
輩
時
の
嫌
な
き
に
非
す
。
上
人
の
室
に
入
む
し
は
恐
く
は
數
年
の
後
な
ら
ん
。
弘
安
八
年
寂

獅
子
伏
象
論
に
敬
蓮
瓧
、
入
宋
す
ε
云
ふ
は
誤
(法
水
分
流
記
、
翼
賛
五
七
、
總
系
譜
上
、
鎭
流
租
傳
三
)

ニ
ニ
、
上
人
の
從
兄
に
當
る
。
建
久
年
間
源
頼
家
の
寵
を
得
、
建
保
二
年
後
鳥
勿
院
の
西
面
の
武
士
こ
な
り
,
承
久
の
亂
の
時
甲
斐
宰
相
に

從
ひ
敗
れ
歸
國
後
死
す
。
(香
月
系
譜
義
山
註
。
東
鑑
十
六
、
歴
代
鎭
西
志
七
)
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二
三
、
高
良
山

一
名
不
濡
山
。
台
密
の
靈
地
な
り
ーこ
。
高
良
山
古
塔
銘
に
、
正
夲
年
間
に
は
勝
軍
地
藏
を
お
い
て
本
地
堂
・こ
な
す
ε
あ
れ
ば

此
頃
地
藏
信
仰
行
し
か
、
(傳

ノ
信
冏
註
淨
全
十
七
、
筑
後
地
鑑
、
同
國
郡
志
、
宇
佐
託
宜
集
、
延
喜
式
)

厨

寺
は
三
井
郡
御
井
町
に
あ
り
。
厨
山
聖
光
院
安
養
寺
ε
號
す
。
府
中
地
頭
厨
氏
の
寄
進

に
か

玉
る
依

つ
て
こ
の
稱
あ
り

(
翼
賛
五

二
蓮
門
精
舍
舊
詞
續
浄

一
九
)

こ
四
、
肥
後
熊
本
京
町
口
に
あ
り
、
本
飽
託
郡
大
江
村
白
河
の
川
の
邊
に
あ
り
し
、こ
。
行
基

の
草
創

ε
傳
ふ
。

(肥
後
國
志
略
、
翼
賛
四
六

鎭
二
、
徹
志

}
)
靈
跡
荒
廢

せ
し
も
昭
和
六
年
其
跡
復
興
し
寳
塔
建
設
さ
る

(蓮
門
精
舍
舊
詞
續
淨

一
九
、
青
柳
氏
ノ
鎭
西
上
入
所

收
口
繪
參
照
)

二
五
、
十

一
月
昔
八
日
な
る
。
法
然
門
下
の
異
端
を
排
し
正
流
を
顯
彰
せ
ん
爲
述
作
せ
ら
る
。
上
入
相
傳
授
與
の
興
筆
五
本
殘
存
す

(
授
手

印
徹
定
跛
、
林
彦
明
氏
・
羈

末
袋

佛
授
手
印
所
收
附
録
參
照
)

イ
、
聖
護
傳
承
本
(
往
生
院
藏
)
安
貞
二
、
十

一
、
廿
八
日
聖
護
房

二
授

ケ
ラ

レ
タ
ル
モ
ノ

ロ
、
生
極
樂
傳
承
本
(筑
後
善
導
寺
藏
)
安
貞
二
、
十
二
月
西
光
院

ニ
テ
別
時
、
同
四
日
生
極
樂

二
授

ケ
ラ

レ
タ
ル
奬
本

ハ
、
唯
稱
傳
承
本
(
佐
賀
大
覺
寺
藏
)
安
貞
二
、
十

一
、
廿
八
日
唯
稱

二
授

ケ
ラ

レ
タ
ル
モ
ノ

ニ
、
圓
阿
傳
承
本
(
博
多
善
導
寺
藏
)同
月
日
圓
阿

二
授

ケ
ラ

レ
タ

ル
モ
ノ

ホ
、
善
辨
傳
承
本
(京
都
清
淨
華
院
藏
)盡
口辨

二
授
ケ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
ト

聖
護
房
は
草
野
永
李
,こ
同
系
、
常

に
上
人
に
隨
從
給
仕
す
。
「
鎭
西
略
要
傳
」
は
聖
護

の
著

,こ
云

へ
さ
恐
く
は
後
入
の
僞
作
か

(
决
答

鈔
下
、
鎭
流
祺
傳
三
)

二
六
、
古
來
和
語
燈
+
五
の

一、物
語
集
」
・こ

一
枚

起
請
、こ
一
致
す
る
爲
法
然
上
人

一
枚
起
請
附
麗
に
つ
き
て
鎭
西
相

承
、
源
智
相
承
の
異
論

あ
り
。
然
る
に
恩
師
林
彦
萌
師
此
度
徳
富
氏
珍
藏
の

「假
名
法
語
」
な
る
古
文
書
を
借
閲
し
、
其
に
就
き
檢

討
を
試
み
ら
れ
、
師
に

一414一



よ
れ
ば
鎭
西
上
人
は
宗
租
滅
後
源
智
よ
り

一
枚
起
請
を
傳

へ
法
身
生
命
ε
釁
長
し
た
る
も
の
な
る
が
、
遏
々
諸
人
の
尋
ね
求
め
に
應

じ
宗
祀
の
念
佛
義
を
語
る
に

「
一
枚
起
請
文
」
、こ
殆
さ
同
樣
の
法
語
を
以
て
し
、
其
等
法
語
を
某
門
弟
に
よ
り
筆
寫
せ
ら
れ
し
も
の

所
謂
筑
紫
物
語
集
に
し
て
、
和
語
燈
所
收
の
h
物
語
集
」
は
そ
の

一
部
な
ら
ん
ーこ
立
論
せ
ら
る
。
(林
彦
明
師

一
枚
起
請
文
の
解
諡
宗

學
研
究
第
三
號
參
照
)
(
參
考
)
徳
富
氏
藏
氏
の
所
謂
、假
名
法
語
L
一
枚
起
請
文

(
前
略
)

念
佛
往

生
ト
申
候
事

ハ
故

法
然
上
人

ノ
御
房

ノ
候

シ

バ

「
唐
我
朝

二
諸

ノ
智
者
逹

ノ
沙
汰

シ
申
サ

ル
・
觀

念
ノ
念
佛

ニ
モ
ア
ラ
ズ
、
學
問

チ
シ
テ
念
佛

ノ
心
チ
悟

リ
ト
ホ

シ
テ
卑

倉
佛

二
毛
ア
ラ
ズ
。
唯

往
生
極
樂

セ

ン
カ
爲

二
南
謨

阿
彌
陀
佛
ト
申

テ
疑

ナ
ク
往
生

ス
〃
ソ
ト
思

ヒ
取
リ

テ
申
候
外

二
別

ノ

事

候

ハ
ヌ
。

但

シ
三
心

ソ
四
修

ソ
ナ

ン
下
串
事

ノ
候

ハ
、
皆

ナ
决
定

シ
デ
南
謨

阿
彌
陀
佛

ハ
往
生

ス

ル
ソ
ト
思

フ
内

二
納

マ
レ
リ
。
此

ノ
法

師

モ
能

ク

く

習

ヒ
候

テ
後

二
思

b
合

セ
、
故
聖

ノ
御
房

憩
仰

セ
ラ

レ
仰

セ
ラ

レ
テ

ハ
南
謨

阿
彌
陀
佛

ト
申

ハ
决
定

シ
テ
往
生

ス

ル
事
ナ
リ
ト
信

ト

レ
ト

コ
ソ
候

シ
カ
、
此

ノ
外

二
奥
深

キ
事
ノ
ァ

ル
ソ
ト

ハ
全
ク
仰

セ
候

ハ
ス
。
若

シ
夫

レ
此

ノ
外

二
奥
深

キ

ノ
事
ノ

ア
〃
ソ
ト

モ
聖

ノ
御
房

ノ
仰
セ
事
候

ハ
・
、
阿

彌

陀
佛

挙
釋
迦

佛
ト
御
憐

レ
ミ
罷

リ
カ
フ
リ
候

ハ
シ
、

叉
念
佛
守

護
ノ
梵
天
帝
釋

ノ
御
罰

深

ク
當

り
候

ハ
ン
。
念
佛

チ
信

シ
給

ハ

ン
人

ハ

一
代

ノ
御
法

チ
能

〃
學

シ
習

ヒ
タ
人
ナ

リ
ト

竜
、
丈

字

一
磁
知

ラ

ヌ
愚
痴
鈍
根

ノ
不
覺

ノ
均

ト
ナ

シ
テ
、
尼
入
遘
無

智
ノ
輩

二
我
力
鈞

チ
ナ

シ
テ
智
者
振
舞

チ
ナ
カ

ク
セ

ス
シ
テ
、
只

一
向
南

謨
阿
彌
陀
佛
レ
申

テ

ハ
叶

ハ
ン
㍗
」

故
法
然

ノ
御
房

ハ
仰
セ
ラ

レ
シ
カ
以
下
略
。

安
貞

二
年

十

一
月
十
日

二
七
、
「
抑
此
念
佛
ノ
心
ラ
書
置
候
心

ハ
世
ノ
末

ノ

一
切
衆
生
ラ
皆
淨
土

二
往
生

セ
サ
セ
ン
爲
也
歳
七
十

ニ
マ
カ
リ

成

テ
候
身

ノ
.目

モ
不
見

手

モ
ワ
ナ
ナ
キ
候
叉
今

ハ
限
リ

ニ
テ
候

ヘ
バ
片
時
ノ
暇

モ
更

ニ
テ
シ
ク
候

ヘ
ド

モ
心
中

二
思

フ
様
候
云
々
」

(
名
義
集
下
奥
書
淨
全

一
〇
、
三
八
二
)

二
八
、
徹
選
擇
の
撰
邇
時
に
就
き
て
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徹
選
擇
上
卷
の
識
語
(
淨
全
七
ノ
九
七
)
に
、
「
于
時
嘉
頑
三
年
歳
次
丁
酉
六
月
十
九
日
安
居
念
佛
中
爲
先
師
報
恩
爲
末
法
哀
愍
記

之
」
ε
あ
り
、
下
卷
識
語
(
淨
全
七

ノ

一
=

)
に
、
「
于
時
嘉
頑
三
年
歳
次
丁

酉
六
月
廿
五
日
安
居
念
佛
中
八
旬
窮
老
譁
記
之
畢
」
ε

あ
れ
ば
、
明
か
に
上
卷
の
稿
成
り
て
後
下
卷
完
成
せ
る
こ
ε
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

然
る
に
徹
選
擇
鈔
上
(
淨
全
七
ノ

=

二
)
至
二題
名

一者
案
勞
也
、
或
四
義
集

ト
ヤ
イ

ハ
マ
シ
、
或
徹
選
擇

ト
ヤ
イ

ハ
マ
シ
、
但
予
故

上
人
之
逡
弟
選
擇
傳
受
之
身
也
、
徹
選
擇
題
可
γ宜
歟
。
(
中
略
)
然
選
擇
意

一
分

モ
ノ
ヘ
ラ
レ
ズ
、
然
間
與
γ
之
相
逹
。
私
申
云
本
集

大
意
釋
ソ

ヘ
ラ
レ
テ
候
者
、
不
μ違
〆題
宜

カ
ル
ペ
キ
候
ナ
シ
。
依
之
上
卷
十
六
篇
意
逑

ラ
レ
タ
ル
也
云
々
。L
ε
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ

ば
、
上
人
以
前

に
稿
な
れ
る
徹
選
擇
下
を
良
忠
に
示
し
、
題
號
を
付
す
る
に
四
義
集
か
徹
選
擇
か
何
れ
に
せ
ん
ーこ
意
見
を
聽
か
る
。

良
忠
答

へ
て
、
師
は
故
上
人
よ
り
選
擇
僖
受
の
身
な
れ
ば
徹
選
擇
の
號
宜
し
か
ら
ん
。
然
れ
さ
も
選
擇
の
意

一
分
も
述
べ
ら
れ
ざ
れ

ば
、
選
擇
集
の
大
意
を
述
べ
ら
る
べ
し
ε
。
其
の
言
に
よ
り
初
め
て
上
卷
を
撰
述
せ
ら
れ
し
・こ
の
叙
文
事
で
あ
る
。
こ
れ
は
明
か
に

下
卷
の
撰
蓮
は
上
卷
よ
り
以
前
な
る
こ
く」
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

更
に
こ
の
こ
ε
を
裏
書
す
る
も
の
に
、

°上
人
自

ら
の
告
白
が
あ
る
。
念
佛
名
義
集
下
奥
書

(
淨
全
十

ノ
三
八
二
)

「
故
法
然
上
人

ハ
手
自
選
擇
集

ト
申

ス
書

テ
邁
テ
九
條
殿
下

二
進

セ
給

ヒ
テ
候
也
、
其
書

此
比
世
間

二
弘

マ
リ
テ
候
、
其
中

ニ
イ
ッ
カ
バ
此
義

ト
モ

ハ
、
更

二
不
見
候
、
此
辨
阿
彌
陀
佛
ガ
注

シ
候

テ
バ
法
然
上
人
御
房

ノ
候

シ
儘

二
注

シ
置
候
、
若
昔

ノ
法
然

上
人
御
房

ト
カ
ヤ
ノ
被

仰

ケ
ン
念
佛

ノ
御
義

ハ
如
何

ア
リ
ナ
ン
ト
ト
誠

二
昔

シ
戀

シ
ク
古

キ
人
々
ノ
貴

ク
御
座

ス
志

シ
信
ジ
進
ラ
セ
給

ハ
ン
人
ノ
御
爲

二
、

此
書
ヲ
鳥

ノ
跡

ノ
樣

ニ
ヲ
カ
シ
ゲ

汽
注

シ
候
也
、
若

シ
然

ラ
バ
法
然
上
人

ノ
不
レ被
γ仰
γ事

ラ
注

シ
申
シ
候

バ
バ
、
三
世
ノ
諸
佛
十
方

ノ
菩
薩
ノ
御
導

二
預
リ
候

ハ
ジ
、
…
…
併
是

ハ
法
然
上
人
ノ
御
傳

テ
注

シ
置
候
也
」
の
叙
文
に
よ
れ
ば
、
明

か
に
名
義
集
撰
述
以
前

に
選
擇
集
の
註
を
せ
ら
れ
し
こ
ε
疑
な
い
。
即
ち
徹
選
擇
鈔
に
云

へ
る
徹
選
擇
の
下
卷
の
稿
成
り
て
後
上
卷

の
撰
述
あ
り
た
る
こ
ε

を
立
證
を
す
る
も
の
で
あ
る
。
今
明
義
集
は
上
人
七
十
歳
の
撰
述

(
同
書
奥
書
)
ε
す
れ
ば
、
徹
選
擇
下
卷
は
寛
喜
三
年
以
前
撰
述
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・こ
云

ふ
べ
き
で
あ
る
。
今
假
り
に
徹
選
擇
の
識
語
に
云

へ
る
如
く
嘉
蘰
三
年
六
月
脱
稿
、こ
せ
ば
、
明
義
集
は
其
の
後
の
撰
述
な
ら
ざ

る
べ
か
ら
す
。
然
れ
♂
も
嘉
頑
三
年
は
、
八
月
廿
三
日
識
知
淨
土
論
の
稿
成
り
、
十
月
以
來
上
人
所
勞
壌
氣

に
て
氣
分
勝
れ
さ
せ
給

は
す
。
明
る
四
年
二
月
に
は
寂

せ
ら
れ
ば
、
其
の
間
名
義
集
の
述
作
あ
り
た
る
・こ
は
考

へ
ら
れ
す
。
然
ら
ば
徹
選
擇
識
語
に
云

へ
る

嘉
祺
三
年
六
月
十
九
日
-こ
云
ひ
、
下
卷
六
月
廿
五
日
脱
稿
日
附
は
後
人
の
僞
筆
な
る
か
、
叉
六
月
上
人
良
忠

の
言
に
よ
り
徹
選
擇
上

の
稿
を
終

へ
、
上
下
二
卷
の
講
義
せ
ら
れ
し
折
何
人
か
の
筆
受
な
る
こ
ざ
疑
を
入
れ
す
。
本
朝
高
檜
傳
十
三
に
嘉
頽
二
年
撰
述

-こ
は

傅
寫
の
誤
な
ら
ん
。

二

ゐ
、
授
手
印
血
版
相
傳
手
次
(
淨
全
十

ノ
九
)

記
主
良
忠
禪
師
乞
戒
疏

(
信
冏
註
淨
全

一
七
ノ
四
〇
〇
)
云
く
嘉
頑
三
年
八
月

一
日
於
鎭
西
善
導
寺

一
乘
戒
壇
院
受
菩
薩
別
解
脱
戒
、

云
を
こ
て
善
導
寺
に
戒
壇
あ
り
し
こ
・こ
を
述
べ
、
近
年
そ
の
院
趾
發
見
さ
る
S
。

然
れ
さ
も
此
事
直
ち
に
信

じ
難
く

一
考
を
要
す
べ

き
も
の
か
。

三
〇
、
そ
の
書
簡
は
、
相
互
不
二見
參
一候
、
年
月
多
積
候
、
于
μ今
存
命
今

一
度
見
參
今
生
難
γ有
覺
候
、
哀
候
者
歟
柳
先
師
佛
之
義

、
末
流

濁
亂
義
道
不
〆似
γ昔
不
可
論
候
、
御
邊

一
入
正
義
傳
持
之
由
承
及
候
、
返
々
本
懐
候
、
喜
幌
無
ゼ
極
思
給
候
、

必
邃
二
往
生
本
望
凶可

γ期

二引
導
埴
遇
縁

一候
者
也
、
以
二便
宜

一棒
二
愚
札
一御
報
何
日
拜
見
候
哉
、
他
事
短
筆
難
γ蠱
候
(勅
傳
四
六
、
淨
全

=
ハ
ノ
六
七
三
)

三

一
、
次
答
鈔
下
、
延
應
元
年
寂
亡
は
誤
(决
疑
鈔
五
、
口
傳
鈔
下
參
照
)

三
こ
、
糅
鈔
卷
四
岬
譲

ノ
伊
藤
斃

氏
嵯
峨
二
饒

宗
詛
廟
の
研
究
(摩
訶
衍
+

一
號
)

引

用

書

目

略

解

傳
叉
聖
光
傳
。
聖
光
上
人
傳

一
卷

道
光
著
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練

百
練
抄

一
七
卷

然
齧
叉
勅
傳

法
然
上
入
行
歌
高
圖
四
十
八
卷

舜
昌
編

公
又
ハ
公
補

公
卿
補
任

一
卷

高

本
朝
高
信
傳
七
四
卷

師
蠻
編

釋

元
享
釋
書
三
十
卷

師
練
撰

埜
{

玉
葉
六
六
卷

桑
實
櫛供

辨
傳

明
惠
上
人
傳
二
卷

喜
海
著

鸞
繪

本
願
寺
聖
人
親
鸞
繪
傳

皇
抄

皇
帝
紀
抄
八
卷

官
補

信
官
補
任

一
卷

寛
傳

隆
寛
律
師
略
嬉

一
卷

續
要
録

東
大
寺
續
要
録
九
眷

徹
志

徹
選
擇
集
私
志
記

三
卷

妙
瑞
著

源
流

淨
土
源
流
出早
一
卷

凝
然
鴬着

護

興
禪
護
國
論
三
卷

榮
西
著

叡
記

叡
岳
要
記
二
卷

吾

吾
妻
鏡
五
二
卷

座
記

天
台
座
主
記
三
卷
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愚

愚
管
抄
七
卷

要
决

選
擇
要
决

源
智
撰

綱
義

選
擇
集
文
前
綱
義

一
卷

鸞
宿
著

信
證

}教
行
信
證
六
卷

」親
轡
冊集

明

明
月
記
六

一
卷

定
家
著

招
提

招
提
千
裁
傳
記
九
卷

義
澄
撰

逡
録

高
詛
遺
文
録
三
十
卷

泰
堂
編

高
統

高
田
派
正
統
記
六
卷

良
塞
撰

山
志

山
州
名
蹟
志
二
五
卷

自
慧
著

鑑
圖

面
山
鑑
智
國
師
圖
會
全
傳
五
卷

實
道
撲

恩
録

知
恩
院
舊
記
探
要
録

一
卷

元
録

道
元
禪
師
和
・徇
行
録

一
卷

私
集

私
聚
百
因
縁
集
九
卷

進
行
集

明
義
進
行
集

信
瑞
著

分
流
記

法
水
分
流
記

鎭

淨
土
鎭
流
祺
傳
八
卷

心
阿
撰
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